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諏
訪
交
響
楽
団
と

　
　
久
元
祐
子
さ
ん
が
協
演

2
1
日
、
茅
野
市
民
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
で
「
信
毎
春
休
み
諏

訪
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
信
濃
毎

日
新
聞
社
と
信
毎
販
売
セ
ン
タ
ー
茅
野
、
下
諏
訪
、
原
村
営

業
所
の
主
催
で
４
回
目
。
常
任
指
揮
者
・
演
　
一
さ
ん
が
指

揮
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
久
元
祐
子
さ
ん
と
協
演
し
ま
し
た
。

華麗な調べに大きな拍手
　
演
奏
し
た
の
は
、
Ｒ
・

ワ
ー
グ
ナ
ー
楽
劇
「
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス

タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
前
奏

曲
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
2
1
番

ハ
長
調
」
Ｋ
４
６
７
、
伊

福
部
昭
　
管
弦
楽
の
た
め

の
「
日
本
組
曲
」
な
ど
。

主
催
者
は
「
オ
ー
ケ
ス
ト(茅野市民館マルチホール)諏訪交響楽団

ラ
の
醍
醐
味
を
存
分
に
堪

能
し
て
も
ら
い
、
地
域
の

皆
様
と
音
楽
を
通
じ
て
交

流
が
で
き
れ
ば
」
と
企
画

し
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
の
試
み
は

　
『
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
』
。

　
「
ア
ル
ル
の
女
」
第
２
組

曲
の
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」
と

　
「
フ
ァ
ラ
ン
ド
ー
ル
」
を

茅
野
市
・
永
明
中
学
校
の

三
人
の
生
徒
さ
ん
が
タ
ク

ト
を
振
り
、
七
十
人
の
楽

団
員
と
の
呼
吸
も
ピ
ッ
タ

リ
で
、
見
事
な
演
奏
で
し

た
。
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
久
元
祐

子
さ
ん
は
、
市
民
館
の
ピ

ア
ノ
、
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
」
　
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
ー
ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
の

ピ
ア
ノ
名
器
）
の
持
つ
深

く
、
あ
た
た
か
い
音
色
で

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
魅
力
を

存
分
に
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
東
京
な
ど
で
の
多

忙
な
演
奏
活
動
の
中
。

　
「
茅
野
の
人
と
自
然
に
ふ

れ
合
え
る
諏
訪
響
コ
ン
サ
ー

ト
は
は
ず
せ
ま
せ
ん
」
と

三
回
目
の
出
演
。

諏
訪
交
響
楽
団

　
諏
訪
交
響
楽
団
は
一
九

二
五
年
（
大
正
十
四
）
年

に
発
足
、
創
立
八
十
五
年

を
迎
え
る
。
日
本
の
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

し
て
は
最
も
歴
史
が
あ
る
。

小
沢
征
爾
さ
ん
ら
世
界
的

音
楽
家
と
も
共
演
し
て
い

る
。
現
在
の
団
員
は
約
八

十
人
、
定
期
演
奏
会
を
年

２
回
開
い
て
い
る
。
一
九

九
六
年
に
サ
ン
ト
リ
ー
地

域
文
化
賞
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
第
七
回
信
毎
賞
を
受

賞
し
た
。

理
事
長
の
丸
茂
洋
一
さ
ん

は
茅
野
市
玉
川
に
在
住
。
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